
一

大
正
四
年
三
月
一
二
日
、
実
業
之
世
界
社
か
ら

『
孤
蝶
馬
場
勝
彌
氏
立
候
補
後
援
現
代
文
集』

(

以
下『

現
代
文
集』

と
す
る)

が
出
版
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
希
有
な
事
情
を
背
負
っ
た
本
で
あ
っ

た
。馬

場
孤
蝶
は
、
大
正
四
年
三
月
二
五
日
に
投
票
が
お
こ
な
わ
れ
た
衆
議
院
議
員
選
挙
に
東
京
か

ら
立
候
補
す
る
。『

現
代
文
集』

は
、
こ
の
孤
蝶
立
候
補
に
際
し
て
選
挙
資
金
を
集
め
る
た
め
に

発
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
時
京
都
で
は
孤
蝶
に
誘
わ
れ
た
与
謝
野
寛
が
立
候
補

し
て
い
る
。

こ
の
本
の
外
観
を
見
れ
ば
、
縦
約
二
二
セ
ン
チ
横
約
一
五
セ
ン
チ
の
菊
版
、
厚
さ
約
四
セ
ン
チ

五
ミ
リ
と
い
う
、
か
な
り
厚
い
本
で
あ
る
。
カ
バ
ー
は
無
い
。
後
に
述
べ
る
が
、
大
至
急
出
版
さ

れ
た
と
い
う
事
情
が
あ
る
の
で
、
も
と
も
と
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
装
丁
は
、
赤
茶
色
を
基
調

に
、
表
紙
中
央
に
黒
塗
り
の
四
角
い
枠
が
あ
り
、
題
字
が
抜
か
れ
て
い
る
。
黒
枠
の
右
隣
上
部
か

ら

｢

馬
場
勝
彌
後
援
会
編
輯｣

、
左
隣
中
程
か
ら

｢

東
京

実
業
之
世
界
社
発
行｣

と
、
と
も
に

黒
字
で
書
か
れ
て
い
る
。
い
た
っ
て
シ
ン
プ
ル
な
デ
ザ
イ
ン
で
あ
る
。

扉
を
め
く
る
と
、
題
字
が
あ
り
、
そ
の
裏
に

｢

衆
議
院
議
員
候
補
者

馬
場
勝
彌
氏
に
呈
す｣

と
あ
る
。
定
価
は
、
一
円
九
〇
銭
と
奥
付
に
記
さ
れ
て
い
る
。
当
時
の
物
価
は
と
い
え
ば
、
翌
大

正
五
年
の
白
米
一
〇
キ
ロ
あ
た
り
の
小
売
価
格
が
一
円
二
〇
銭
、
総
合
雑
誌
が
三
〇
銭
で
あ
っ
た

(

�)

。

ペ
ー
ジ
数
を
数
え
る
と
、
凡
例
二
ペ
ー
ジ
、
目
次
八
ペ
ー
ジ
、
二
部
構
成
に
な
っ
て
お
り
、
第

一
部
六
六
四
ペ
ー
ジ
、
第
二
部
四
六
三
ペ
ー
ジ
、
後
書
二
ペ
ー
ジ
、
合
計
で
一
一
三
九
ペ
ー
ジ

(

扉
等
は
含
ま
ず)

あ
る
。
そ
の
他
、
最
後
に
一
八
ペ
ー
ジ
の
広
告

｢

実
業
之
世
界
社
発
行
図
書

目
録｣

が
付
い
て
い
る
。

凡
例
三
に
は
、｢

本
書
は
非
常
に
発
刊
を
急
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
の
で
、
凸
版
印
刷
会

社
及
び
博
文
館
印
刷
所
に
分
刷
さ
せ
た
。
巻
を
第
一
部
第
二
部
に
分
つ
た
の
は
、
全
く
こ
の
為
め

に
外
な
ら
ぬ
。｣

と
、
二
部
構
成
に
な
っ
た
理
由
が
書
か
れ
て
い
る
。

執
筆
者
は
八
一
名
に
の
ぼ
る
。
以
下
、
順
に
執
筆
者
名
を
挙
げ
る
。

(

第
一
部)

夏
目
漱
石
、
北
原
白
秋
、
正
宗
白
鳥
、
昇
曙
夢
、
大
町
桂
月
、
長
田
秀
雄
、
長

田
幹
彦
、
平
田
禿
木
、
青
柳
有
美
、
岡
本
綺
堂
、
鈴
木
三
重
吉
、
岡
田
八
千
代
、
小
宮
豊
隆
、

中
澤
臨
川
、
よ
さ
の
・
ひ
ろ
し
、
与
謝
野
晶
子
、
蒲
原
有
明
、
高
安
月
郊
、
成
�
無
極
、
秋

田
雨
雀
、
和
田
垣
謙
三
、
野
口
米
次
郎
、
高
須
芳
次
郎
、
野
上
臼
川
、
野
上
彌
生
子
、
前
田

晁
、
若
月
紫
蘭
、
柴
田
勝
衛
、
登
張
孤
雁
、
小
野
賢
一
郎
、
栗
原
古
城
、
田
中
貢
太
郎
、
沼

波
瓊
音
、
佐
藤
春
夫
、
石
井
柏
亭
、
廣
�
哲
士
、
小
川
未
明
、
茅
野
蕭
々
、
長
谷
川
天
渓
、

西
村
渚
山
、
加
能
作
次
郎
、
阿
部
幹
三
、
川
合
貞
一
、
内
田
魯
庵
、
野
依
秀
一
、
西
本
翠
陰
、

松
居
駿
河
町
人

(
第
二
部)

上
司
小
剣
、
仲
田
勝
之
助
、
小
山
内
薫
、
中
村
星
湖
、
生
方
敏
郎
、
佐
藤
緑
葉
、

相
馬
御
風
、
福
永
挽
歌
、
伊
原
青
々
園
、
長
谷
川
時
雨
、
安
成
二
郎
、
吉
井
勇
、
久
保
田
万

太
郎
、
森
田
草
平
、
仲
木
貞
一
、
森
下
岩
太
郎
、
奥
川
夢
郎
、
田
中
萃
一
郎
、
中
村
古
峡
、

堺
利
彦
、
守
田
有
秋
、
ら
い
て
う
、
長
尾
素
枝
、
田
山
花
袋
、
徳
永
保
之
助
、
伊
藤
野
枝
、

徳
田
秋
声
、
田
村
俊
子
、
浩
々
歌
客
、
眞
山
青
果
、
片
上
伸
、
生
田
長
江
、
和
気
律
次
郎
、

(一 )

塚

本

章

子

『

孤
蝶
馬
場
勝
彌
氏
立
候
補
後
援
現
代
文
集』

と
思
想
・
言
論
の
自
由

書
い
た
作
家
・
書
け
な
か
っ
た
作
家
・
書
か
な
か
っ
た
作
家



安
成
貞
雄

夏
目
漱
石
が
筆
頭
で
あ
る
。
凡
例
四
に
は
、｢

原
稿
の
配
置
は
、
寄
稿
を
承
諾
せ
ら
れ
た
る
順

序
に
よ
る
。｣

と
あ
る
。
漱
石
は
、
孤
蝶
を
い
ち
早
く
支
持
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
続
い
て
、
北

原
白
秋
、
正
宗
白
鳥
等
、
現
在
で
も
名
を
残
す
作
家
た
ち
が
多
数
並
ぶ
。
こ
れ
だ
け
の
人
数
と
顔

ぶ
れ
が
集
ま
っ
て
い
る
本
も
珍
し
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

本
稿
で
は
、
こ
の

『
現
代
文
集』

が
発
行
さ
れ
た
背
景
や
、
執
筆
を
依
頼
さ
れ
た
作
家
た
ち
に

つ
い
て
、
思
想
・
言
論
の
自
由
と
い
う
観
点
か
ら
述
べ
て
み
た
い
。

二

『

現
代
文
集』

の
出
版
を
引
き
受
け
た
実
業
之
世
界
社
の
経
営
者
野
依
秀
一
は
、
こ
の
本
の
最

後
、｢『

現
代
文
集』

の
発
行
に
就
い
て｣

に
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

二
月
十
二
日
の
夜
十
一
時
半
頃
、
一
月
末
迄

『
実
業
之
世
界』

記
者
で
あ
つ
た
安
成
貞
雄
氏

が
、
社
の
三
階
に
寝
泊
り
し
て
居
る
僕
を
訪
ね
て
来
た
。(
略)
『

愈
々
馬
場
孤
蝶
先
生
を
推

し
立
て
る
事
に
な
つ
た
。
今
日
、
先
生
の
宅
で
、
生
田
長
江
、
森
田
草
平
其
他
の
諸
君
に
集

つ
て
貰
つ
て
相
談
を
取
り
極
め
た
。(

略)
『

併
し
先
生
に
も
吾
々
に
も
金
が
無
い
。
そ
こ
で
、

馬
場
先
生
と
吾
々
の
知
つ
て
い
る
人
々
か
ら
原
稿
を
貰
つ
て
、
大
き
な
文
集
を
作
つ
て
、
其

の
原
稿
料
を
運
動
費
に
充
て
る
計
画
を
立
て
た
。
今
確
実
に
は
言
へ
な
い
が
、
少
な
く
と
も

四
五
十
人
に
は
寄
稿
を
承
諾
し
て
貰
へ
る
だ
ろ
う
と
思
ふ
。
ど
う
だ
ら
う
、
其
の
本
の
出
版

を
引
受
け
て
貰
へ
な
い
だ
ら
う
か
。』

と
云
つ
て
原
稿
を
依
頼
す
べ
き
人
々
の
名
簿
を
見
せ

た
。

こ
の
よ
う
に
、『

現
代
文
集』

は
、
二
月
一
二
日
、
孤
蝶
の
立
候
補
決
定
と
同
時
に
計
画
さ
れ

て
い
る
。
そ
し
て
編
集
の
中
心
に
な
っ
た
の
は
、
凡
例
五
に

｢

編
輯
に
関
す
る
全
責
任
は
、
安
成

貞
雄
、
和
気
律
次
郎
こ
れ
を
負
ひ｣

と
あ
る
よ
う
に
、
安
成
貞
雄
と
和
気
律
次
郎
で
あ
る
。

ま
た
、『

東
京
朝
日
新
聞』

(

大
四
・
二
・
一
四)

に
は
、｢

孤
蝶
氏
立
候
補
確
定｣

と
い
う
見

出
し
で
、
次
の
よ
う
な
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

予
て
立
候
補
を
伝
へ
ら
れ
た
る
馬
場
孤
蝶
氏
は
十
二
日
自
宅
に
於
て
生
田
長
江
、
森
田
草
平
、

与
謝
野
寛
、
徳
田
秋
江
、
安
成
貞
雄
の
諸
氏
と
相
談
会
を
開
き
成
案
立
ち
た
る
を
以
て
、
愈

模
範
選
挙
の
名
の
下
に
東
京
市
よ
り
名
乗
を
挙
ぐ
る
事
と
な
れ
り
、
運
動
方
法
は
絶
対
的
に

演
説
と
刷
物
配
布
に
依
り
又
運
動
費
は
氏
の
同
情
者
た
る
文
壇
の
人
四
十
余
名
が
新
た
に
執

筆
し
て

『

馬
場
勝
彌
氏
立
候
補
後
援
文
集』

を
発
刊
し
又
孤
蝶
氏
の
旧
稿
を
刊
行
す
る
の
外

雑
誌

『

反
響』

を
以
て
其
機
関
誌
に
当
つ
る
筈
な
り
と

『

反
響』

が
、
孤
蝶
立
候
補
の
機
関
誌
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

そ
し
て
、
孤
蝶
が
立
候
補
し
た
動
機
は
、『

反
響』

第
二
巻
三
号

(

大
四
・
三
・
一)

に

｢

立

候
補
の
理
由｣

と
し
て
掲
載
さ
れ
る
。
そ
こ
で
は
、
個
人
を
基
礎
と
す
る
政
治
、
選
挙
権
の
拡
大
、

二
個
師
団
増
設
反
対
と
軍
備
縮
小
、
裁
判
官
・
警
吏
の
更
正
、
思
想
・
言
論
の
自
由
、
国
費
の
節

減
、
な
ど
が
訴
え
ら
れ
て
い
る
。

な
か
で
も
、
孤
蝶
は
思
想
・
言
論
の
自
由
を
重
視
し
て
い
た

(

�)

。『

読
売
新
聞』

(

大
四
・
二
・
一

四)
｢

孤
蝶
君
戦
評
定｣

に
は
、
立
候
補
が
決
定
し
た
一
二
日
の
自
宅
集
会
の
様
子
が
報
じ
ら
れ

て
い
る
。
そ
の
場
面
で
、
孤
蝶
は

｢

政
見
の
概
要
を
巻
紙
に
書
き
つ
け｣

る
の
だ
が
、
ま
ず
最
初

に
書
か
れ
た
の
は
、｢

一
、
極
力
言
論
出
版
集
会
の
自
由
を
主
張
す｣

と
い
う
条
項
で
あ
っ
た
。

孤
蝶
は

｢

立
候
補
の
理
由｣

の
中
で
も
、
治
安
警
察
法
と
新
聞
紙
法
の
撤
廃
を
主
張
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
孤
蝶
の
こ
う
い
っ
た
主
張
の
背
景
に
は
、
大
逆
事
件
へ
の
抵
抗
が
あ
っ
た
の
で
あ
る

(

�)

。

当
時
、
思
想
・
言
論
に
対
す
る
取
り
締
ま
り
が
厳
し
さ
を
増
し
て
い
た
。
例
え
ば
、
大
正
三
年

三
月
の

『

第
三
帝
国』

第
七
号

(

実
業
之
世
界
社)

で
は
、
三
宅
雄
二
郎

(

雪
嶺)

が
、｢

言
論

圧
迫
、
発
売
禁
止
の
愚｣

と
し
て
、｢

近
年
は
久
し
く
言
論
の
圧
迫
と
云
ふ
現
象
は
無
か
つ
た
処

で
あ
る
、
そ
れ
に
今
度
俄
に
厳
し
く
な
つ
た
と
云
ふ
の
は
何
の
為
で
あ
る
乎
。｣

と
、
厳
し
く
非

難
し
て
い
る
。

生
田
長
江
、
森
田
草
平
と
い
っ
た

『

反
響』

グ
ル
ー
プ
が
、
孤
蝶
を
担
ぎ
出
し
た
理
由
の
一
つ

に
は
、
当
時
大
き
な
話
題
と
な
っ
て
い
た
陸
軍
の
二
個
師
団
増
設
に
対
す
る
反
対
と
と
も
に
、
こ

の
思
想
・
言
論
の
自
由
へ
の
危
機
感
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
少
し

『

反
響』

を
�
る
。

『
反
響』

第
一
巻
一
号

(

大
三
・
四)

を
見
る
。
創
刊
の
辞
な
ど
は
見
当
た
ら
な
い
が
、
末
尾

の

｢
消
息｣
で
、
生
田
長
江
は

｢

言
論
の
自
由
を
出
来
る
丈
け
拡
大
す
る
為
め
に
は
、
政
治
論
な

ぞ
も
や
れ
る
や
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ
も
近
い
内
に
実
行
す
る
。｣

と
述
べ
て
い
る
。

長
江
は
ま
た
、『
反
響』

第
一
巻
二
号

(

大
三
・
六)

｢

編
輯
の
の
ち｣

で
、｢『

反
響』

も
次
ぎ

の
七
月
号
か
ら
保
証
金
を
積
む
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。『

早
稲
田
文
学』

の
広
告
に
な
ら
つ
て
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言
へ
ば
、
一
千
円
と
云
ふ
大
金
を
納
め
る
わ
け
な
の
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
私
共
の
言
論
が
、
政
治

上
の
時
事
問
題
に
亘
つ
て
も
そ
の
廉
を
以
て
御
咎
め
を
受
け
る
や
う
な
こ
と
は
な
い
さ
う
で
す
。｣

と
、
や
や
皮
肉
を
込
め
て
書
い
て
い
る
。

さ
ら
に
長
江
は
、
孤
蝶
、
寛
が
落
選
し
た
後
し
ば
ら
く
し
て
、『

反
響』

復
刊
第
一
巻
一
号

(

大
四
・
九)

｢
編
輯
の
の
ち｣

で
、｢

私
共
は
発
売
禁
止
と
い
ふ
こ
と
を
恐
れ
ま
す
。
け
れ
ど
も

禁
止
さ
れ
な
い
こ
と
の
確
実
な
や
う
な
、
お
上
の
お
役
人
方
に
御
気
に
入
る
や
う
な
物
ば
か
り
も

出
し
て
ゐ
ら
れ
ま
せ
ん
。｣
と
書
い
て
い
る
。

だ
が
浦
西
和
彦

(

�)

氏
に
よ
れ
ば
、
第
一
巻
二
号
も
復
刊
第
一
巻
一
号
も
、
と
も
に
発
禁
処
分
に
な
っ

て
い
る
。

長
江
の
な
か
に
、
思
想
・
言
論
の
自
由
へ
の
締
め
付
け
に
対
す
る
危
機
感
が
あ
っ
た
こ
と
が
う

か
が
え
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
孤
蝶
の

｢

立
候
補
の
理
由｣

と
同
じ
第
二
巻
三
号
に
掲
載
さ
れ
た
、
孤
蝶
を
応
援
す
る

二
つ
の
評
論
か
ら
挙
げ
る
。
ま
ず
、
橋
田
東
声

｢

文
士
の
立
候
補
に
就
て
―
三
宅
雪
嶺
氏
に
与
ふ

―｣

に
は
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

説
を
な
す
者
が
あ
る
。
文
壇
か
ら
一
人
や
二
人
の
代
議
士
を
出
し
た
か
ら
と
て
其
為
め
に

直
ち
に
出
版
取
締
が
緩
和
さ
れ
た
り
、
言
論
の
取
締
が
緩
く
な
つ
た
り
す
る
も
の
で
は
な
い

と
。
お
説
の
通
り
で
あ
る
。
仮
り
に
馬
場
氏
が
当
選
し
与
謝
野
氏
が
代
議
士
と
な
つ
た
と
し

て
も
、
夫
れ
が
為
め
に
内
務
省
の
出
版
や
言
論
の
取
締
に
手
加
減
が
出
来
る
と
い
ふ
訳
の
も

の
で
は
な
い
。
女
子
参
政
権
の
運
動
が
盛
ん
に
な
る
と
い
ふ
も
の
で
は
な
い
。
併
し
、
な
い

か
ら
と
い
つ
て
為
さ
な
い
の
は
更
ら
に
愚
な
考
へ
で
あ
る
。(

略)

私
共
は
こ
ん
な
イ
ヂ
け

た
考
へ
に
は
断
じ
て
賛
成
す
る
こ
と
は
出
来
ぬ
。

次
に
、
山
田
檳
榔

｢

政
治
常
識
の
�
揚｣

で
は
、

加
之
、
言
論
出
版
の
自
由
が
、
所
謂
言
論
内
閣
の
称
あ
る
現
内
閣
の
出
現
に
よ
つ
て
、
い

か
ば
か
り
、
其
の
保
障
の
程
度
を
高
め
ら
れ
た
か
。
人
権
の
振
張
が
、
い
か
ば
か
り
実
現
さ

れ
た
か
。
す
べ
て
が
予
期
に
反
し
た
で
は
な
い
か
。

現
内
閣
の
政
策
を
拒
否
し
、
而
し
て
真
に
国
家
に
忠
実
な
る
選
挙
民
は
、
現
内
閣
に
朋
党

す
る
候
補
者
に
一
票
を
も
投
ず
る
事
を
潔
し
と
し
な
い
で
あ
ら
う
。
理
性
に
率
い
て
投
票
を

行
へ
。
政
見
を
批
判
し
て
一
票
を
投
ぜ
よ
。

と
書
か
れ
て
い
る
。

『

反
響』

の
作
家
た
ち
が
、
孤
蝶
に
立
候
補
を
依
頼
し
、
応
援
し
た
大
き
な
理
由
の
一
つ
に
は
、

二
個
師
団
増
設
反
対
と
と
も
に
、
締
め
付
け
が
厳
し
く
な
る
時
代
の
中
で
、
思
想
・
言
論
の
自
由

を
確
保
し
た
い
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
え
る
。

ま
た
、
右
と
同
じ
第
二
巻
三
号
の

『

反
響』

｢

編
輯
の
の
ち｣

で
、
長
江
は
、｢

先
生
の
政
見
は

夏
目
漱
石
先
生
は
じ
め
二
十
人
ば
か
り
の
方
の
御
名
前
を
列
ね
た
推
薦
状
と
共
に
、『

反
響』

号

外
と
し
て
印
刷
し
、
有
識
者
全
部
並
び
に
知
名
の
人
々
へ
配
布
す
る
こ
と
に
な
つ
て
ゐ
る
。｣

と

書
い
て
い
る
。
こ
の
文
章
か
ら
、
漱
石
を
中
心
と
す
る
人
々
が
強
い
支
持
を
表
明
し
て
い
た
こ
と

が
分
か
る
。

漱
石
が

『

現
代
文
集』

に
寄
稿
し
た
の
は
、
個
人
主
義
の
重
要
性
を
論
じ
、
権
力
の
あ
り
方
に

鋭
く
切
り
込
ん
だ

｢

私
の
個
人
主
義｣

で
あ
っ
た
。
こ
の
な
か
で
、
漱
石
は
、

何
う
し
て
も
他
に
影
響
の
な
い
限
り
、
僕
は
左
を
向
く
、
君
は
右
を
向
い
て
も
差
支
な
い
位

の
自
由
は
、
自
分
で
も
把
持
し
、
他
人
に
も
附
与
し
な
く
て
は
な
る
ま
い
か
と
考
へ
ら
れ
ま

す
。(

略)

た
と
へ
ば
私
が
何
も
不
都
合
を
働
ら
か
な
い
の
に
、
単
に
政
府
に
気
に
入
ら
な

い
か
ら
と
云
つ
て
、
警
視
総
監
が
巡
査
に
私
の
家
を
取
り
巻
か
せ
た
ら
何
ん
な
も
の
で
せ
う
。

警
視
総
監
に
夫
丈
の
権
力
は
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
徳
義
は
さ
う
い
ふ
権
力
の
使
用
を
彼

に
許
さ
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

と
述
べ
て
い
る
。

松
尾
尊
�
氏
は
、
漱
石
が

『

現
代
文
集』

に
寄
稿
し
た
の
が
、｢

私
の
個
人
主
義｣

で
あ
っ
た

こ
と
に
つ
い
て
、｢

こ
の
演
説
原
稿
を
、
学
習
院
輔
仁
会
雑
誌
掲
載
に
先
立
っ
て
、『

現
代
文
集』

に
寄
せ
た
と
こ
ろ
に
、
ひ
と
し
く
権
力
に
抵
抗
す
る
も
の
へ
の
共
感
が
、
あ
ら
わ
に
示
さ
れ
て
い

る
と
考
え
る｣

と
指
摘
し
て
い
る

(

�)

。

漱
石
に
も
、
孤
蝶
へ
の
賛
同
、
思
想
・
言
論
の
自
由
に
つ
い
て
の
要
求
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

『
反
響』

が
、
孤
蝶
の
立
候
補
を
支
え
た
機
関
誌
で
あ
る
と
は
い
え
、『

現
代
文
集』

の
執
筆
者

が
ほ
と
ん
ど

『

反
響』

の
執
筆
者
と
重
な
っ
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

『

反
響』
第
一
巻
一
号
か
ら
第
二
巻
三
号(

大
四
・
三
・
一)

ま
で
の
執
筆
者
で
、『

現
代
文
集』

の
執
筆
者
と
一
致
す
る
の
は
、

生
田
長
江
、
堺
利
彦
、
森
田
草
平
、
生
方
敏
郎
、
中
村
古
峡
、
佐
藤
春
夫
、
小
宮
豊
隆
、
安

塚本 章子：『孤蝶馬場勝彌氏立候補後援現代文集』 と思想・言論の自由(三 )



成
貞
雄
、
沼
波
瓊
音
、
長
尾
素
枝
、
眞
山
青
果
、
伊
藤
野
枝
、
与
謝
野
寛
、
野
上
臼
川
、
福

永
挽
歌
、
青
柳
有
美
、
若
月
紫
蘭
、
与
謝
野
晶
子
、
長
谷
川
天
渓
、
相
馬
御
風
、
栗
原
古
城
、

徳
田
秋
声
、
平
塚
明
子
、
野
上
彌
生
子

の
二
四
名
で
あ
る
。
選
挙
の
す
ぐ
後
に
発
行
さ
れ
た
第
二
巻
四
号

(

大
四
・
四
・
一)

を
含
め
る

と
す
れ
ば
、
平
田
禿
木
、
田
山
花
袋
、
田
中
貢
太
郎
の
三
名
が
加
わ
る
。

『

現
代
文
集』

の
執
筆
者
は
全
部
で
八
一
名
で
あ
る
か
ら
、『

反
響』

グ
ル
ー
ブ
に
と
ど
ま
ら
ず
、

孤
蝶
の
主
張
に
共
感
し
て
支
持
す
る
作
家
た
ち
が
、
か
な
り
広
く
集
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ

の
理
由
に
は
、
孤
蝶
と
の
交
友
関
係
や
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
潮
流
と
い
う
こ
と
も
挙
げ
ら
れ
る

だ
ろ
う
。
だ
が
何
よ
り
も
、
大
逆
事
件
前
後
か
ら
次
第
に
厳
し
さ
を
増
し
、
芸
術
や
学
問
の
根
幹

ま
で
も
揺
る
が
そ
う
と
す
る
、
思
想
・
言
論
の
抑
圧
に
対
す
る
危
機
感
を
、
多
く
の
作
家
た
ち
が

切
実
な
問
題
と
し
て
抱
え
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う

(

�)

。

三

『

現
代
文
集』

に
は
、
実
際
に
掲
載
さ
れ
た
八
一
名
の
作
家
の
他
に
、
様
々
な
事
情
で
掲
載
に

間
に
合
わ
な
か
っ
た
作
家
た
ち
が
大
勢
い
た
の
で
あ
る
。

『

現
代
文
集』

凡
例
二
に
は
、｢

本
書
の
編
輯
は
、
丁
度
諸
雑
誌
の
編
輯
と
同
時
で
あ
つ
た
が
為

め
に
、
此
挙
に
賛
同
せ
ら
れ
な
が
ら
玉
稿
を
寄
せ
ら
る
る
に
暇
の
な
か
つ
た
方
々
が
少
な
く
な
い
。

吾
々
も
深
く
こ
れ
を
遺
憾
と
す
る
。｣

と
書
か
れ
て
い
る
。

で
は
、
他
に
ど
の
よ
う
な
作
家
た
ち
が
書
こ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
事
が
う
か

が
え
る
広
告
が
あ
る
。

大
正
四
年
二
月
二
五
日

『

第
三
帝
国』

第
三
三
号
に
掲
載
さ
れ
た

『

現
代
文
集』

の
広
告
に
は
、

実
際
の
執
筆
者
と
は
大
幅
に
異
な
る
作
家
名
が
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
広
告
を
見
る
。

｢

総
選
挙
愈
々
近
づ
き
て
此
書
出
づ｣

、｢

馬
場
孤
蝶
氏
後
援
会
編
輯

孤
蝶
馬
場
勝
彌
氏
立
候

補
後
援

現
代
文
集｣

と
、
大
き
な
見
出
し
が
あ
る
。
そ
の
そ
ば
に

｢

◎
三
月
五
日
発
行
！
菊
判

八
百
頁
！
定
価
一
円
八
十
銭
の
予
定｣

と
添
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
次
の
文
章
が
続
く
。

総
選
挙
来
る
！
総
選
挙
来
る
！

代
議
士
の
立
候
補
者
を
以
て
任
ず
る
も
の
雲
の
如
し
、
さ
れ
ど
未
だ
文
壇
の
勇
将
孤
蝶
馬

場
勝
彌
君
の
如
く
天
下
の
耳
目
を
聳
動
せ
し
め
た
る
は
無
し
、
滔
々
た
る
選
挙
界
の
悪
弊
に

逆
行
し
堂
々
た
る
旗
幟
を
翻
し
て
起
て
り
、
之
を
推
す
者
は
忠
良
堅
実
な
る
東
京
市
民
に
し

て
之
が
後
援
者
に
は
現
代
知
名
の
文
士
美
術
家
を
挙
げ
て
委
く
網
羅
す
、
又
盛
な
ら
ず
る

(

マ
マ)

や
、

さ
れ
ど
馬
場
君
素
と
赤
貧
洗
ふ
が
如
く
堅
く
清
節
を
持
し
て
漫
り
に
屈
せ
ず
、
是
に
於
て
か
、

馬
場
君
の
為
に
後
援
す
る
文
士
美
術
家
は
各
自
作
を
寄
せ
、
之
に
よ
つ
て
選
挙
費
用
を
弁
ぜ

ん
と
し
、
茲
に
出
版
せ
ら
れ
た
る
も
の
は
実
に
本
書
な
り
、
其
執
筆
者
八
十
余
名
、
何
れ
も

現
代
文
壇
美
術
界
の
大
家
な
ら
ざ
る
な
く
、
小
説
あ
り
、
感
想
録
あ
り
、
評
論
文
あ
り
、
人

物
評
あ
り
、
研
究
録
あ
り
、
詩
歌
あ
り
、
脚
本
あ
り
、
絵
画
あ
り
、
併
も
一
と
し
て
一
だ
ひ

世
に
公
に
せ
ら
れ
た
る
旧
稿
な
く
、
悉
く
皆
な
本
書
の
為
め
新
に
苦
心
執
筆
せ
ら
れ
た
る
も

の
に
し
て
、
百
花
爛
漫
現
代
芸
術
の
パ
ノ
ラ
マ
た
る
の
観
あ
り
請
ふ
一
本
を
購
ひ
馬
場
君
の

為
に
同
情
あ
る
一
燈
を
献
す
る
と
共
に
、
併
せ
て
当
代
容
易
に
目
に
す
る
能
は
ざ
る
、
此
の

美
観
壮
観
偉
観
に
接
せ
よ
重
な
る
執
筆
者
左
の
如
し

続
い
て
、
作
家
名
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。

森
�
外
△
幸
田
露
伴
△
夏
目
漱
石
△
正
宗
白
鳥
△
岩
野
泡
鳴
△
徳
田
秋
江
△
田
村
俊
子
△
松

井
松
葉
△
青
柳
有
美
△
安
成
貞
雄
△
野
上
臼
川
△
大
町
桂
月
△
野
上
八
重

(

マ
マ)

子
△
和
田
垣
謙
三

△
柴
田
紫
庵
△
長
田
秀
雄
△
長
田
幹
彦
△
内
田
魯
庵
△
木
下
杢
太
郎
△
柳
川
春
葉
△
岡
本
綺

堂
△
栗
原
古
城
△
鈴
木
三
重
吉
△
安
成
二
郎
△
昇
曙
夢
△
上
田
敏
△
茅
野
蕭
々
△
伊
庭
孝
△

中
村
古
峡
△
三
井
甲
之
△
薄
田
泣
菫
△
吉
井
勇
△
長
谷
川
天
渓
△
相
馬
御
風
△
蒲
原
有
明
△

中
村
星
湖
△
野
口
米
次
郎
△
長
谷
川
し
ぐ
れ
△
平
塚
明
子
△
石
井
柏
亭
△
中
澤
臨
川
△
田
中

王
堂
△
泉
鏡
花
△
谷
崎
潤
一
郎
△
沼
波
瓊
音
△
吉
江
孤
雁
△
千
葉
鑛
藏
△
田
山
花
袋
△
有
島

生
馬
△
片
山
天
弦
△
小
宮
豊
隆
△
徳
田
秋
声
△
小
川
未
明
△
長
谷
川
如
是
閑
△
西
村
醉
夢
△

高
須
梅
渓
△
高
安
月
郊
△
若
山
牧
水
△
北
原
白
秋
△
伊
原
青
々
園
△
高
村
光
太
郎
△
戸
張
孤

雁
△
上
司
小
剣
△
佐
藤
紅
緑
△
野
依
秀
一
△
阿
部
次
郎
△
若
月
紫
蘭
△
水
上
瀧
太
郎
△
平
木

白
星
△
田
村
松
魚
△
福
永
挽
歌
△
佐
藤
緑
葉
△
久
保
田
萬
太
郎
△
生
方
敏
郎
△
田
中
貢
太
郎

△
戸
河

(
マ
マ)

秋
骨
△
仲
木
貞
一
△
伊
藤
野
枝
△
小
山
内
薫
△
堺
枯
川
△
永
井
荷
風
△
平
田
禿
木
△

森
田
草
平
△
生
田
長
江
△
与
謝
野
寛
△
与
謝
野
晶
子
△
土
岐
哀
果
△
馬
場
孤
蝶

と
い
う
顔
ぶ
れ
で
あ
る
。

こ
の
広
告
に
は
名
前
が
あ
る
の
に
、『

現
代
文
集』

に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
作
家
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
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プ
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

森
�
外
、
幸
田
露
伴
、
岩
野
泡
鳴
、
徳
田
秋
江
、
松
井
松
葉
、
柴
田
紫
庵
、
木
下
杢
太
郎
、

柳
川
春
葉
、
上
田
敏
、
伊
庭
孝
、
三
井
甲
之
、
薄
田
泣
菫
、
田
中
王
堂
、
泉
鏡
花
、
谷
崎
潤

一
郎
、
吉
江
孤
雁
、
千
葉
鑛
藏
、
有
島
生
馬
、
片
山
天
弦
、
長
谷
川
如
是
閑
、
西
村
醉
夢
、

若
山
牧
水
、
高
村
光
太
郎
、
戸
張
孤
雁
、
佐
藤
紅
緑
、
阿
部
次
郎
、
水
上
瀧
太
郎
、
平
木
白

星
、
田
村
松
魚
、
戸
河

(

マ
マ)

秋
骨
、
永
井
荷
風
、
土
岐
哀
果
、
馬
場
孤
蝶

以
上
の
三
三
名
で
あ
る

(

�)
。

森
�
外
、
幸
田
露
伴
が
、
漱
石
の
前
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
上
田
敏
、
泉
鏡
花
、
谷

崎
潤
一
郎
、
高
村
光
太
郎
、
永
井
荷
風
な
ど
、
そ
う
そ
う
た
る
顔
ぶ
れ
が
並
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

孤
蝶
立
候
補
確
定
は
二
月
一
二
日
、
こ
の
広
告
が
掲
載
さ
れ
た
の
は
二
月
二
五
日
で
あ
る
。
こ

の
段
階
で
は
、
発
行
予
定
日
は
三
月
五
日
で
あ
る
。
だ
が
、
実
際
の
発
行
日
は
少
し
遅
れ
て
三
月

一
二
日
で
あ
る
。
投
票
日
は
三
月
二
五
日
で
あ
る
か
ら
、
か
な
り
ぎ
り
ぎ
り
と
い
え
よ
う
。
こ
の

短
期
間
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
は
、
凡
例
二
に
あ
っ
た
よ
う
に
様
々
な
原
稿
の
締
切
に
追
わ
れ
て
書

け
な
か
っ
た
作
家
た
ち
が
、
多
数
い
た
の
で
あ
る
。
孤
蝶
本
人
が
書
け
な
か
っ
た
の
は
、
仕
方
の

な
い
こ
と
だ
っ
た
と
い
え
る
。

ま
た
、
こ
の
中
に
は
断
っ
た
者
も
含
ま
れ
て
い
る
。
広
告
掲
載
と
原
稿
依
頼
が
ほ
ぼ
同
時
進
行

し
て
い
た
た
め
に
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。

高
嘯
学
人

｢

馬
場
孤
蝶
選
挙
漫
録｣

(『

新
小
説』

第
二
〇
年
五
巻
、
大
四
・
五)
二
月
二
一
日

を
見
た
い

(

�)

。
依
頼
は
、
推
薦
状
に
名
前
を
掲
載
す
る
こ
と
と
原
稿
執
筆
の
依
頼
が
同
時
に
行
わ
れ

た
よ
う
で
あ
る
。

後
援
文
集
依
頼
状
の
返
事
が
続
々
と
来
る
。
尤
も
簡
単
な
の
は
葉
書
中
に
諾
の
一
字
を
書
い

た
正
宗
氏
、
承
知
し
ま
し
た
の
上
司
氏
、
御
申
込
の
件
正
に
光
栄
と
し
て
承
知
仕
り
候
の
中

澤
氏
等
そ
れ

く
人
格
が
ほ
の
見
え
て
面
白
い
。
八
十
何
人
の
承
諾
者
の
外
に
断
つ
た
人
が

三
四
人
そ
れ
も
そ
れ

く
特
色
が
覗
は
れ
る
。

○
拝
呈
馬
場
先
生
推
薦
状
に
小
生
の
名
義
御
使
用
の
儀
は
少
々
困
却
の
義
に
付
き
御
免
被
下

度
乍
失
礼
御
断
申
上
候
。

政
治
上
の
み
な
ら
ず
文
芸
上
の
事
に
も
当
分
遠
慮
隠
退
仕
り
度
存
居
候
間
何
卒
不
悪
御
思

召
の
程
願
上
候

(

永
井

壮
吉)

○
拝
復
と
り
つ
ぎ
の
も
の
ゝ
麁
忽
よ
り
お
は
が
き
を
く
れ
て
拝
見
御
返
事
お
そ
な
は

(

マ
マ)

り
失
礼

の
だ
ん
あ
し
か
ら
ず
思
召
し
下
さ
れ
度
、
少
々
や
む
を
得
申
さ
ぬ
事
情
こ
れ
あ
り
候
ま
ゝ
御

推
薦
状
に
て
御
披
露
の
儀
は
ひ
と
へ
に
お
ゆ
る
し
下
さ
れ
度
お
わ
び
申
上
候
敬
具
。(

泉

鏡
太
郎)

○
復
、
馬
場
氏
推
薦
の
件
固
く
御
辞
退
申
上
候
そ
の
理
由
は
い
づ
れ
申
上
べ
き
機
会
有
之
べ

く
と
存
候
原
稿
の
件
は
如
何
や
う
と
も
御
取
計
ら
ひ
被
下
度

｢

自
我
生
活
と
文
学｣

中
の

｢

現
代
芸
術
の
中
心
生
命｣

な
ど
が
よ
ろ
し
か
る
べ
く
と
存
候
。(

相
馬

御
風)

○
拝
復
、
推
薦
状
に
名
前
を
な
ら
べ
る
こ
と
は
お
許
し
を
願
ひ
ま
す
。
と
云
ふ
の
は
僕
は
選

挙
権
を

(

但
し
田
舎
で)

持
つ
て
ゐ
る
ん
で
す
か
ら
、
推
薦
状
に
名
前
を
連
ね
る
と
な
る
と

政
見
に
於
い
て
馬
場
さ
ん
と
一
致
し
て
ゐ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
然
る
に
馬
場
さ
ん
の
考
へ

は
ま
だ
不
幸
に
し
て
私
は
ち
つ
と
も
知
ら
な
い
ん
で
す
。
知
ら
な
く
て
名
前
を
並
べ
る
の
は

何
だ
か
あ
ん
ま
り
盲
判
す
ぎ
る
や
う
な
気
が
し
ま
す
。

和
気
君
へ
。
原
稿
は
こ
の
葉
書
と
一
緒
に
馬
場
さ
ん
の
処
へ
送
り
ま
す
。(

小
宮

豊
隆)

○
こ
れ
で
見
る
と
推
薦
と
原
稿
と
両
方
断
つ
た
人
と
推
薦
だ
け
断
つ
た
人
が
あ
る
。
相
馬
君

が
立
候
補
に
反
対
で
な
ぜ
原
稿
を
送
つ
た
と
安
成
君
に
突
っ
込
ま
れ
て
、
此
点
は
何
と
も
申

訳
が
な
い
と
云
つ
た
の
は
後
の
事
で
あ
る
。

こ
れ
を
見
る
と
、
永
井
荷
風
は
推
薦
状
と
原
稿
の
両
方
を
断
っ
て
い
る
。
鏡
花
は
推
薦
状
は
断
っ

て
い
る
が
、
原
稿
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
な
い
。
相
馬
御
風
と
小
宮
豊
隆
は
、
推
薦
状
を
断
り
、

原
稿
は
承
諾
し
て
い
る
。
だ
が
相
馬
御
風
は
、
わ
ず
か
数
日
後
、
二
月
二
六
日
の

『

読
売
新
聞』

で
、
孤
蝶
の
立
候
補
を
批
判
す
る
文
章
を
掲
載
し

(

�)

、
右
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
安
成
貞
雄
の

批
判
を
受
け
た
の
で
あ
る

(

�)

。

�
外
も
、
安
成
貞
雄
が
直
接
出
向
い
て
依
頼
し
た
原
稿
執
筆
を
断
っ
て
い
る
。
�
外
の
日
記
、

大
正
四
年
二
月
一
八
日
に
は
、｢

安
成
貞
雄
来
て
、
馬
場
孤
蝶
の
代
議
士
た
ら
む
と
す
る
運
動
を

助
く
る
た
め
に
、
著
作
を
せ
よ
と
云
ふ
。
辞
す
。｣

と
あ
る
。

当
時
、
陸
軍
軍
医
総
監
と
い
う
立
場
に
あ
っ
た
�
外
が
、
孤
蝶
と
い
う
特
定
の
候
補
者
、
し
か

も
陸
軍
の
二
個
師
団
増
設
に
反
対
を
訴
え
る
人
物
を
、
公
然
と
応
援
で
き
る
は
ず
は
な
か
っ
た
。

こ
の
三
日
後
、
二
一
日
の
日
記
に
は
、｢

山
縣
公
と
倶
に
小
峰
の
梅
を
看
る
。
午
後
十
一
時
三

十
分
家
に
帰
る
。｣
と
あ
る
。
そ
の
翌
日
に
は
、｢

山
縣
公
の
言
を
大
嶋
中
将
健
一
に
伝
ふ
。
山
縣
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公
に
葉
書
を
遣
る
。｣

と
書
か
れ
て
い
る
。

�
外
は
山
縣
有
朋
と
深
い
交
流
が
あ
り
、
到
底
孤
蝶
を
応
援
で
き
る
立
場
に
は
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。
そ
の
よ
う
な
�
外
に
、
安
成
貞
雄
は
な
ぜ
依
頼
に
出
向
い
た
の
だ
ろ
う
。

�
外
は
、
大
逆
事
件
に
対
す
る
批
判
を
込
め
た

｢

沈
黙
の
塔｣

(『

三
田
文
学』

第
一
巻
七
号
、

明
四
三
・
一
一)
を
は
じ
め
、｢

フ
ア
ス
チ
エ
ス

(

対
話)｣

(『

三
田
文
学』

第
一
巻
五
号
、
明
四

三
・
九)

、｢

食
堂｣

(『
三
田
文
学』

第
一
巻
八
号
、
明
四
四
・
一
二)

で
、
発
禁
処
分
に
対
す
る

批
判
、
思
想
・
言
論
の
自
由
の
重
要
性
を
訴
え
て
い
る
。
ま
た
、
明
治
四
四
年
四
月
、
大
逆
事
件

の
処
刑
が
一
月
に
お
こ
な
わ
れ
た
後
で
あ
る
が
、
�
外
は

｢

文
芸
の
主
義｣

(『

東
洋』

第
五
号
、

原
題

｢

文
芸
断
片｣)

の
な
か
で
、｢
学
問
の
自
由
研
究
と
芸
術
の
自
由
発
展
と
を
妨
げ
る
国
は
栄

え
る
筈
が
な
い
。｣

と
記
し
て
い
る
。

�
外
の
心
を
知
れ
ば
こ
そ
、
安
成
は
わ
ざ
わ
ざ
出
向
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

次
に
、
岩
野
泡
鳴
に
つ
い
て
述
べ
る
。
泡
鳴
は

『
反
響』

の
同
人
で
も
あ
っ
た
。
だ
が
彼
は
、

｢

巣
鴨
日
記
第
二｣

大
正
四
年
二
月
二
一
日
に
、｢

安
成
氏
よ
り
馬
場
氏
後
援
の
推
薦
状
へ
出
名
、

演
説
、
並
に
そ
の
文
集
原
稿
を
か
け
合
つ
て
来
た
が
、
ど
う
も
馬
場
氏
自
身
の
依
頼
も
な
く
、
政

見
の
発
表
も
な
い
の
で
、
弥
次
馬
と
同
視
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
の
で
、
断
つ
て
や
つ
た
。｣

と
書

い
て
い
る
。

さ
ら
に
三
月
一
日
に
は
、｢

吉
野
氏
来
訪
、
宮
城
県
に
於
け
る
沢
来
太
郎
氏
の
代
議
士
候
補
に

対
す
る
推
薦
者
の
一
人
に
な
つ
て
く
れ
ろ
と
の
こ
と
だ
か
ら
承
知
し
て
置
い
た

馬
場
孤
蝶
氏

の
推
せ
ん
を
僕
が
断
わ
つ
た
の
は
氏
が
ま
だ
不
熱
心
な
態
度
で
あ
る
か
ら
だ
が
、
沢
氏
の
と
は
場

合
が
違
ふ
。｣

と
あ
る
。

泡
鳴
は
、
孤
蝶
が

｢

ま
だ
不
熱
心
な
態
度
で
あ
る
か
ら｣

断
り
、
沢
来
太
郎
を
推
薦
し
た
と
述

べ
て
い
る
。
孤
蝶
の
立
候
補
そ
の
も
の
に
否
定
的
だ
っ
た
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
も
っ
と
熱
心
で

あ
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

大
正
五
年
五
月
の

『

中
央
公
論』

第
三
一
年
五
号
は
、｢

出
版
物
取
締
に
関
す
る
当
局
の
態
度

を
論
ず｣

と
い
う
小
特
集
を
組
ん
で
い
る
。
そ
の
中
で
、
泡
鳴
は｢

発
売
禁
止
に
対
す
る
三
要
点｣

と
題
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

大
正
元
年
の
こ
と
、
西
園
寺
内
閣
の
時
、
僕
は
文
芸
に
関
す
る
行
政
的
取
り
扱
ひ
方
に
就
き
、

時
の
総
理
大
臣
西
園
寺
候
並
に
内
務
大
臣
原
敬
氏
に
一
つ
の
建
白
書
を
提
出
し
た
こ
と
が
あ

る
。
そ
れ
は
僕
の
創
作
的
生
涯
に
た
ツ
た
一
回
受
け
た
発
売
禁
止
を
動
機
と
し
て
一
般
の
か

か
る
禁
止
に
関
す
る
意
見
を
述
べ
た
も
の
で
、
そ
の
意
見
は
今
で
も
僕
に
は
変
は
つ
て
ゐ
な

い
。そ

の
要
点
の
第
一
に
は
文
芸
取
り
締
り
の
方
針
に
当
局
の
不
理
解
と
偏
見
と
を
排
し
、
第

二
に
は
当
局
と
文
芸
家
と
の
衝
突
に
二
種
の
原
因
が
あ
る
こ
と
を
云
ひ
、
第
三
に
そ
の
衝
突

原
因
の
第
二
種
が
最
も
多
い
の
で
、
そ
れ
に
対
す
る
今
少
し
便
利
寛
大
な
実
行
法
を
説
い
た

の
で
あ
つ
た
。

泡
鳴
は
発
禁
処
分
を
受
け
、
大
正
元
年
に
総
理
大
臣
と
内
務
大
臣
に
建
白
書
を
提
出
し
た
の
で

あ
る
。

さ
ら
に
、
こ
の
文
章
の
中
で
、
泡
鳴
は
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

た
と
へ
ば
、
無
政
府
主
義
に
類
す
る
主
張
だ
と
か
、
露
骨
な
共
和
主
義
の
意
見
書
だ
と
か
、

全
部
が
わ
ざ
と
ら
し
い
挑
発
若
し
く
は
残
酷
で
埋
ま
つ
て
る
書
物
だ
と
か
。
そ
れ
等
で
さ
へ
、

あ
た
ま
か
ら
罪
悪
扱
ひ
に
す
る
こ
と
は
す
べ
き
で
な
く
、
多
少
で
も
研
究
的
で
あ
り
、
若
し

く
は
研
究
材
料
の
提
出
で
あ
り
と
す
る
と
こ
ろ
が
見
え
れ
ば
、
成
る
べ
く
お
ほ
目
に
見
る
べ

き
で
あ
る
。
か
の
幸
徳
事
件
の
時
に
、
無
政
府
主
義
の
物
も
、
そ
れ
で
な
い
社
会
主
義
の
物

も
ご
ツ
ち
や
に
し
て
、
捲
き
上
げ
て
し
ま
つ
た
如
き
は
、
誰
が
見
て
も
当
を
得
て
ゐ
な
か
つ

た
。

泡
鳴
は
、
大
逆
事
件
を
批
判
し
て
い
る
。

大
逆
事
件
、
そ
し
て
そ
の
後
の
発
禁
処
分
強
化
の
中
で
、
泡
鳴
も
ま
た
、
抵
抗
し
て
い
る
の
で

あ
る

(

�)

。
こ
の
同
じ
欄
に
、
泡
鳴
が
選
挙
応
援
し
た
沢
来
太
郎
が

｢

出
版
法
改
正
の
必
要｣

と
い
う
文
章

を
掲
載
し
て
い
る
。
彼
は
、｢

一
体
我
が
政
府
当
局
者
の
出
版
物
取
締
に
関
す
る
態
度
を
観
る
に
、

余
り
に
神
経
過
敏
の
結
果
、
往
々
取
締
の
限
度
を
超
え
て
、
著
作
権
を
侵
害
し
て
顧
み
ざ
る
如
き

有
様
と
な
つ
て
居
る
。｣

と
批
判
し
て
い
る
。

泡
鳴
が
沢
を
応
援
し
た
理
由
の
一
端
が
、
こ
こ
に
う
か
が
え
る
で
あ
ろ
う
。

谷
崎
潤
一
郎
も
、『

現
代
文
集』

の
広
告
に
の
み
名
前
が
見
ら
れ
る
一
人
で
あ
る
。
彼
が

『

現

代
文
集』

の
依
頼
に
、
ど
の
よ
う
な
返
事
を
し
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
賛
同
し
つ
つ

｢

暇
の
な

か
つ
た｣

一
人
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
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右
に
挙
げ
た
、『

中
央
公
論』

の
同
欄
に
、
谷
崎
潤
一
郎
も

｢

発
売
禁
止
に
就
き
て｣

を
掲
載

し
て
い
る
。
こ
こ
で
、
谷
崎
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

出
版
物
を
取
り
締
る
に
方
つ
て
、
当
局
者
が
今
少
し
親
切
に
、
且
理
解
を
持
つ
て
欲
し
い
と

云
ふ
事
は
、
多
く
の
人
が
望
ん
で
居
る
。

私
は
今
の
当
局
者
に
、
直
ち
に
理
解
を
求
め
る
の
は
聊
か
無
理
な
註
文
の
や
う
に
思
ふ
。

(

略)

殊
に
私
の
書
く
物
な
ど
は
、
永
久
に
彼
等
と
相
容
れ
る
日
が
な
い
か
も
知
れ
な
い
。

た
ゞ
親
切
な
態
度
だ
け
は
、
明
日
か
ら
で
も
取
る
や
う
に
し
て
貰
ひ
た
い
。

谷
崎
も
ま
た
、
発
禁
処
分
へ
の
抗
議
を
記
し
て
い
る
の
で
あ
る

(

�)

。

『

現
代
文
集』

へ
の
執
筆
を
依
頼
さ
れ
た
が
、
結
局
掲
載
は
実
現
し
な
か
っ
た
作
家
達
も
ま
た
、

こ
の
時
期
に
発
禁
処
分
に
悩
ま
さ
れ
、
思
想
・
言
論
の
自
由
を
求
め
て
い
た
こ
と
が
見
え
て
く
る

の
で
あ
る
。

な
お
、
先
に
挙
げ
た

『

現
代
文
集』

の
広
告
文
に
は
、｢

一
と
し
て
一
だ
ひ

(

マ
マ)

世
に
公
に
せ
ら
れ

た
る
旧
稿
な
く
、
悉
く
皆
な
本
書
の
為
め
新
に
苦
心
執
筆
せ
ら
れ
た
る
も
の
に
し
て
、｣

と
、
意

気
込
ん
で
書
か
れ
て
い
る
。
だ
が
実
際
は
、
新
作
ば
か
り
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、
よ
さ

の
・
ひ
ろ
し

｢

南
洋
館｣

は
、『

反
響』

第
一
巻
五
号

(

大
三
・
九)

に
す
で
に
発
表
し
た
も
の

を
、
末
尾
二
行
を
削
除

(

�)

し
、
句
点
や
括
弧
、
ル
ビ
等
に
変
更
を
加
え
て
改
稿
の
う
え
再
掲
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
寛
自
身
が
同
じ
選
挙
に
京
都
か
ら
立
候
補
し
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
や

む
を
得
な
か
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

ち
な
み
に
、
与
謝
野
晶
子
は
、
寛
の
た
め
に
奔
走
し
つ
つ
、
孤
蝶
の
事
務
所
に
も
応
援
に
駆
け

つ
け
て
い
る
。｢

馬
場
孤
蝶
選
挙
漫
録｣

三
月
一
日
に
は
、｢

午
後
与
謝
野
晶
子
女
史
来
訪
、
風
月

堂
の
栗
饅
頭
一
折
を
寄
贈
さ
る
。
事
務
所
へ
の
見
舞
金
は
こ
れ
を
以
つ
て
嚆
矢
と
す
。｣

と
、
記

さ
れ
て
い
る
。

お
わ
り
に

掲
載
さ
れ
た
八
一
名
、
そ
し
て
間
に
合
わ
な
か
っ
た
多
数
の
作
家
、
こ
の
よ
う
な
大
勢
の
作
家

た
ち
の
支
援
が
あ
っ
た
も
の
の
、
孤
蝶
、
寛
は
と
も
に
落
選
す
る
。

孤
蝶
は
二
〇
票
、
寛
は
九
九
票
を
獲
得
す
る
。『

東
京
朝
日
新
聞』

大
正
四
年
三
月
二
七
、
二

八
日
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
孤
蝶
の
東
京
市
選
挙
区
は
定
員
一
一
名
、
ト
ッ
プ
当
選
者
は
三
一
五
六

票
、
最
下
位
当
選
者
は
一
六
九
八
票
を
獲
得
し
て
い
る
。
寛
の
京
都
府
選
挙
区
は
定
数
五
名
で
、

ト
ッ
プ
当
選
者
は
四
五
七
九
票
、
最
下
位
当
選
者
が
二
八
七
二
票
を
得
て
い
る
。
孤
蝶
も
寛
も
大

敗
で
あ
る
。

『

反
響』

は
、
翌
四
月
に
第
二
巻
四
号
、
五
月
に
第
二
巻
五
号
を
出
し
、
一
旦
終
刊
す
る
。
そ

し
て
同
年
九
月
に
復
刊
す
る
が
、
そ
れ
も
一
号
の
み
で
途
絶
え
て
し
ま
う

(

�)

。
こ
の
選
挙
が
一
つ
の

曲
が
り
角
と
な
っ
て
、
息
切
れ
し
て
い
っ
た
よ
う
に
も
見
え
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
ま
た
、
こ
の
孤
蝶
と
寛
の
落
選
が
、『

現
代
文
集』

に
執
筆
し
た
、
あ
る
い
は
執
筆
し

よ
う
と
し
て
間
に
合
わ
な
か
っ
た
、
あ
る
い
は
執
筆
を
断
っ
た
多
く
の
大
正
文
壇
の
作
家
た
ち
に

ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
、
そ
れ
ぞ
れ
が
ど
の
よ
う
に
思
想
・
言
論
の
自
由
へ
の
抑
圧
、
発
禁
処

分
の
強
化
と
葛
藤
し
て
い
く
の
か
と
い
う
こ
と
は
、
今
後
考
え
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で

あ
る
。

注

(

�)

週
刊
朝
日
編

『

値
段
史
年
表

明
治
・
大
正
・
昭
和』

(

昭
六
三
・
六
、
朝
日
新
聞
社)

(

�)

拙
論

｢

馬
場
孤
蝶
・
与
謝
野
寛
の
衆
議
院
選
挙
立
候
補
と
雑
誌

『

第
三
帝
国』

―
思
想
・
言
論
の
自

由
を
求
め
る
共
闘
―｣

『

近
代
文
学
試
論』

第
五
一
号
、
二
〇
一
三
・
一
二)

で
述
べ
て
い
る
。

(

�)

拙
論｢

馬
場
孤
蝶
と
与
謝
野
寛
、
大
正
四
年
衆
議
院
選
挙
立
候
補
―
大
逆
事
件
へ
の
文
壇
の
抵
抗
―｣

(『

近
代
文
学
試
論』

第
四
八
号
、
二
〇
一
〇
・
一
二)

で
論
じ
て
い
る
。

(

�)
『

反
響』

｢

解
題｣

(

一
九
八
五
・
一
、
不
二
出
版)

(

	)
｢

一
九
一
五
年
の
文
学
界
の
あ
る
風
景
と
最
晩
年
の
漱
石｣

(『

文
学』

第
三
六
巻
一
〇
号
、
一
九
六

八
・
一
〇)

。
な
お
、
松
尾
氏
は
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
潮
流
の
最
先
端
に
位
置
す
る
も
の
と
し
て
孤

蝶
の
立
候
補
を
位
置
付
け
、『

現
代
文
集』

の
成
立
事
情
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
そ
し
て
、｢

漱
石
は

馬
場
孤
蝶
の
、
あ
の
も
っ
と
も
急
進
的
な
民
主
主
義
の
諸
要
求
を
支
持
し
て
、
こ
れ
を
支
援
し
た
と
す

れ
ば
、
漱
石
晩
年
の
政
治
思
想
は
意
外
に
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。｣

と

指
摘
し
て
い
る
。

(

)
吉
田
竜
也
氏
は
、｢

正
宗
白
鳥
と
政
治
―
文
学
者
の
政
治
参
加
と
〈
大
逆
〉―｣

(『

早
稲
田
大
学
大
学

院
教
育
学
研
究
科
紀
要

別
冊』

第
一
一
号
―
二
、
二
〇
〇
四
・
三)

で
、
白
鳥
の

｢

他
所
の
恋｣

が

巻
頭
か
ら

｢

三
番
目
に
配
置
さ
れ
て
い
る｣

こ
と
に
つ
い
て
、｢

他
の
多
く
の
寄
稿
者
に
先
ん
じ
て
孤

蝶
の
た
め
に
寄
稿
し
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。｣

と
述
べ
、｢

こ
の
文
集
に
寄
稿
す
る
こ
と
で
、
孤
蝶

立
候
補
と
そ
の
運
動
に
白
鳥
も
コ
ミ
ッ
ト
し
て
い
る｣

と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
白
鳥
と
大
逆
事

件
の
関
わ
り
を
論
じ
、｢

他
所
の
恋｣

の
初
出
が
明
治
四
四
年
二
月
一
日
で
あ
り
、｢

〈
大
逆
〉
事
件
進
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行
下
に
お
い
て
書
か
れ
た｣

こ
と
を
述
べ
、
そ
の
本
文
中
に
、
幸
徳
秋
水
が
想
起
さ
れ
る

｢

梅
幸｣

と

い
う
固
有
名
詞
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

(

�)
付
け
加
え
て
お
け
ば
、『

反
響』

第
一
巻
一
号
か
ら
第
二
巻
三
号
ま
で
の
執
筆
者
で

｢

広
告｣

に
の

み
名
前
が
あ
る
作
家
は
、
岩
野
泡
鳴
、
徳
田
秋
江
、
三
井
甲
之
、
阿
部
次
郎
、
田
村
松
魚
の
五
名
で
あ

る
。

(

�)

楠
田
剛
士
氏
は
、｢

文
学
者
の
選
挙
を
読
む
―
大
正
四
年
の
総
選
挙
―｣

(『

国
語
と
教
育』

第
三
〇

号
、
二
〇
〇
五
・
一
二)

で
、｢

孤
蝶
の
選
挙
戦
に
お
い
て
最
も
注
目
す
べ
き
は

｢

現
代
文
集｣

に
お

け
る
文
学
者
た
ち
の
応
援
で
あ
る
。｣

と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
高
嘯
学
人

｢

馬
場
孤
蝶
選
挙
漫
録｣

を
取
り
上
げ
つ
つ
、
依
頼
を
断
っ
た
荷
風
、
鏡
花
、
�
外
、
泡
鳴
に
つ
い
て
、
ま
た
、
推
薦
状
へ
の
署

名
は
断
っ
た
が

｢

現
代
文
集｣
の
寄
稿
に
応
じ
た
小
宮
豊
隆
、
相
馬
御
風
に
つ
い
て
指
摘
し
て
い
る
。

氏
の
論
は
、｢

選
挙
に
お
け
る
文
学
者
の
代
表
＝
表
象
を
め
ぐ
る
問
題
を
通
史
的
に
考
え
る｣

と
い
う

視
点
か
ら
の
論
で
あ
り
、
本
稿
と
は
観
点
を
異
に
す
る
が
示
唆
を
得
た
。

(

�)

相
馬
御
風

｢

新
思
想
家
の
選
挙
運
動
を
排
す｣

(『

読
売
新
聞』

大
四
・
二
・
二
六)

(

�)

安
成
貞
雄

｢

相
馬
御
風
君
に
問
ふ｣

(『

読
売
新
聞』

大
四
・
三
・
一
二)

。
こ
の
記
事
に
対
し
て
相

馬
御
風
が
反
論
、｢

安
成
貞
雄
君
に
答
へ
る｣

(『
読
売
新
聞』

大
四
・
三
・
一
九)

を
掲
載
、
再
度
安

成
貞
雄
が

｢

再
び
相
馬
君
に
問
ふ｣

(『

読
売
新
聞』

大
四
・
四
・
二)

で
批
判
し
て
い
る
。
な
お
、
こ

の
こ
と
は
楠
田
剛
士
氏

(

注
�
に
同
じ)

に
も
、
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

(

�)

泡
鳴
は
、｢

差
迫
つ
た
法
権
運
用
の
改
善｣

(『

反
響』

第
一
巻
四
号
、
大
三
・
八)

の
な
か
で
、｢

僕

等
は
今
の
司
法
処
分
に
安
心
し
て
依
頼
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
の
で
あ
る
。｣

、｢

僕
等
は
、
兎
も
角
も

先
覚
者
と
し
て
、
法
権
運
用
の
状
態
改
善
を
叫
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。｣
と
述
べ
て
い
る
。
孤
蝶
も

｢

現
今
の
裁
判
を
難
ず｣

(『

反
響』

第
二
巻
二
号
、
大
四
・
二)

な
ど
で
、
裁
判
制
度
へ
の
批
判
を
述

べ
て
お
り
、
こ
こ
に
も
両
者
の
接
点
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

(

�)

同
欄
の
安
達
元
之
助

｢

不
当
な
る
近
時
の
発
売
禁
止｣

に
、｢

最
近

『

中
央
公
論』
が
谷
崎
潤
一
郎

氏
の

｢

恐
怖
時
代｣

を
掲
載
し
た
為
め
、
発
売
禁
止
と
な
つ
て
か
ら
、(

略)

其
他
の
各
雑
誌
に
対
し

て
も
、
当
局
者
は
厳
し
く
発
売
禁
止
を
断
行
し
て
居
る
、｣

と
書
か
れ
て
い
る
。
同
年
三
月
に
、
谷
崎

の

｢

恐
怖
時
代｣

を
掲
載
し
た

『

中
央
公
論』

第
三
一
年
三
月
号
が
発
禁
に
な
っ
た
こ
と
も
、
谷
崎
が

こ
の
記
事
を
執
筆
す
る
動
機
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
だ
が
谷
崎
は
、
明
治
四
四
年
一
〇
月
に

も
「
	
風
」(『

三
田
文
学』

第
二
巻
一
〇
号)

が
発
禁
と
な
る
な
ど
、
こ
の
問
題
に
以
前
か
ら
苦
悩
し

て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

(


)
｢｢

父
さ
ん
、
早
く
帰
り
ま
せ
う
よ
。｣

／｢

よ
し
！｣｣

の
二
行
が
削
除
さ
れ
て
い
る
。

(

�)

浦
西
和
彦
氏

(

注
�
に
同
じ)

は
、
復
刊
第
一
巻
一
号
が

｢

発
禁
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
経
済

的
に
行
き
づ
ま
っ
て
、
そ
の
ま
ま
終
刊
に
な
る
。｣

と
述
べ
て
い
る
。
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